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栃木県高等学校体育連盟南部支部  

支 部 長  庄司 一廣  

剣道専門部委員長  鯉沼 夏樹  

（ 公 印 省 略 ）  

 

 

令和８年度３支部合同高校新人剣道大会（団体）及び各支部高校新人剣道大会（個人）について 

標記の大会を下記のとおり開催いたしますので、貴校生徒の参加についてよろしく御配慮くださるようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 主 催  栃木県高等学校体育連盟中部支部 

 

２ 主 管   栃木県高等学校体育連盟南部支部剣道専門部 

  

３ 日 時  男女団体（３支部合同開催） 

会 場        令和８年11月６日（金）   ９：３０ 開 会 

ユウケイ武道館    宇都宮市西川田4-1-1 TEL028-659-1201 

 

男女個人  令和８年 11月７日（土）   ９：３０ 開 会 

栃木県立小山高等学校 体育館  小山市若木町２-８-51 TEL 0282-22-2595 

 

４ 競技規定  （１）全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則」、「同細則」、並びに「高体連申し合わせ事項」に則り実施す

る。試合時間は４分間とする。なお団体戦については勝敗の決しない場合は引き分けとする。個人

戦については、時間を区切り、勝敗の決するまで延長戦を行う。 

（２）登録選手によるオ－ダ－の変更は試合毎に認める。オ－ダ－の提出は前の試合の次鋒戦終了までと

する。 

（３）団体戦・個人戦ともトーナメント方式とする。 

（４）登録選手の変更は、大会当日の朝の受付までとする。 

 

５ 参加資格  （１）年齢は平成２０年４月２日以降に生まれたもので（今年度第１・２学年在籍）、但し、同一学年の出

場は一回限りとする。 

（２）団体戦については、男女共に各１チームとし、選手５名・補欠２名・監督１名とする。 

（全・定・通の混成は認めない。） 

（３）個人戦については、参加人数は制限しない。ただし、顧問配慮で初段或いは同程度以上の者とする。 

（定・通信生徒の参加は認めない。） 

 

６ 複数校合同チームによる大会参加規定 

単独で出場出来ない高校については､以下の規定により参加することを認める。 

（１）部員数が１名ないし２名で、他校と合同で大会出場を希望する高校。 

（２）参加を希望する高校の申込は、各校で従来通り行う。 

（３）合同チームや組み合わせ抽選等については、専門部に一任とする。 

（４）対戦は単独高校の出場人数にあわせる。 

例：単独高校３名の場合 → 合同チーム４名でも３名 

（５）合同チームとしての勝利は認めないが、個人の勝利は認める。 

（６）参加希望校の人数が大会参加規定に満たない場合は出場が出来ない。 

（７）出場の有無・組合せについては、専門部ホームページﾞにより各校で確認する。 

（８）選手のオーダー表は専門部で用意し、大会当日受付で選手名を記入する。 



７ 用 具  剣道具・竹刀に関しては試合規則の中で定められた道具とする。 

使用制限 

 

８ 参加申込  （１）栃木県高体連剣道専門部ＨＰにより申し込む。不参加の場合でも、棄権として提出する。 

（２）複数校合同チームでの参加希望校は、参加申込書にその旨記入し申し込む。 

（３）申し込みは、１０月２１日(水)  17時までとする。 

ログイン ID tochigi   パスワード yasuragi （すべて半角英数） 

【問い合わせ先】 栃木県立足利工業高等学校  松沼 温志  TEL0284-21-1318 

 

９ 参 加 料  団体戦：１チーム １,５００円   個人戦：１人 ２００円  ※大会当日受付で納入。 

 

10 安全管理  大会期間中における安全対策及び緊急時の対応については、栃高体連「危機管理マニュアル」に則り、適

切に対応する。 

 

11 専門委員会  令和８年 10月 30日（金） １３：３０～ 

ユウケイ武道館 会議室１     宇都宮市西川田 4-1-1 TEL028-659-1201 

 

12 感染症対策  （１）体調が良くない場合は、自主的に参加を見合わせること。 

（２）試合時には、マウスシールドまたはマスクを必ず着用。 

（３）こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

（４）他の参加生徒、顧問等、役員等との距離を確保すること。 

（５）大会等実施中に大きな声で会話、応援等をしない。 

（６）感染防止のために運営責任者が決めたその他の措置の遵守、運営責任者の指示に従うこと。 

 

13 引率・監督  （１）出場チームの選手は、必ず引率責任者によって引率される。引率責任者は、選手のすべての行動に対

し、責任を負うものとする。  

（２）引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の

職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第 78条の２に

示された者）も可とする。但し、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は県高体連会長に事前に届

け出ること。 

（３）監督・コーチ等は、校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は、傷害・賠償責任保険（ス

ポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。但し、引率・監督について学校の設置者が定

める規程がこの基準より限定された範囲内であればその規程に従うことを原則とする。 

 

14 備 考  （１）選手の服装は紺（黒）または白の剣道着・袴とする。 

（２）紅・白の目印は各学校で準備する。（全長 70cm 幅５cm） 

（３）垂れに名札を付ける。（名札のないものは出場できない） 

（４）短冊を持参する。大きさは、Ｂ４の３分１とし、学校名・個人名を記入し、角 2 封筒（学校名・男

子・女子を記入）に入れて提出する。 

（５）４人チームは「次鋒・中堅・副将・大将」、３人チームは「中堅、副将、大将」に選手を登録する。

５人及び４人のチームが、４人及び３人のチームと対戦する場合は、登録選手の中で不戦勝ちの選

手を試合前に決定する。 

（６）審判員は全日本剣道連盟の審判服装に準ずる。 

（７）組合せ表については県高体連剣道専門部のＨＰに掲載いたします。 


